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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月25日(2009.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下を備えるＰＶ設備：
　　支持面、
　　前記支持面に取り付けられ、ＰＶモジュールの第１および第２列を含むＰＶモジュー
ル配列、前記ＰＶモジュールはそれぞれ下方の南縁および上方の北縁を有し、ＰＶモジュ
ールの第１列の上方の北縁がＰＶモジュールの第２列の下方の南縁に対向して位置する、
　　前記ＰＶモジュールの第１列の上方の北縁とＰＶモジュールの第２列の下方の南縁そ
れぞれに固定され、上方の北縁が下方の南縁よりも前記支持面から離間して位置するよう
に構成されたＰＶモジュール支持アセンブリ、並びに
　　第１および第４のＰＶモジュールの上方の北縁に対向する、少なくとも一つのＰＶモ
ジュール支持アセンブリに固定された風デフレクタ、
　　ここで前記ＰＶモジュール支持アセンブリは、ＰＶモジュールの配列を支持面の形状
に追従可能にするためにＰＶモジュール支持アセンブリが互いに対し撓曲することを許し
ながら、第１および第２列のＰＶアセンブリの、互いからの水平方向の分離を防止するよ
うに構成されている。
【請求項２】
　さらに、少なくとも２つのＰＶモジュール支持アセンブリに前記ＰＶモジュールおよび
風デフレクタを枢支固定するヒンジジョイントを備える請求項１に記載のＰＶ設備。
【請求項３】
　　バラスト、並びに
　　前記バラストを、前記ＰＶモジュール支持体又は風デフレクタのうち少なくとも一方
に固定するバラスト支持体をさらに備える請求項１に記載のＰＶ設備。
【請求項４】
　前記風デフレクタが外面と内面を備え、
　前記バラスト支持体が、風デフレクタの前記内面の下方にバラストを固定する請求項３
に記載のＰＶ設備。
【請求項５】
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　少なくとも一部のＰＶモジュール支持アセンブリが、基部と、この基部から延びるモジ
ュール支持体とを備え、
　前記モジュール支持体が、モジュールを支持する支持面と、ＰＶモジュールと係合しこ
れをモジュール支持体上に適切に位置決めするモジュール係合部材と、前記基部又はモジ
ュール支持体のうち少なくとも一方にＰＶモジュールを固定する取付け部材とを備えた請
求項１に記載のＰＶ設備。
【請求項６】
　前記モジュール係合部材が、第１および第２位置でＰＶモジュールと係合する第１およ
び第２モジュール係合部材を備える請求項５に記載のＰＶ設備。
【請求項７】
　前記ＰＶモジュールが、角、およびその角に備えた外面を有し、
　前記モジュール支持体が、前記角において、ＰＶモジュールの前記外面のみと係合する
ＰＶモジュール係合部材を備える請求項５に記載のＰＶ設備。
【請求項８】
　少なくとも一部のＰＶモジュール支持アセンブリが、以下を備える請求項１に記載のＰ
Ｖ設備、
　　上下面を持つ基部、
　　前記基部にＰＶモジュールを固定するモジュール支持体、
　　前記基部の下面に設けた支持パッド、並びに
　　前記基部に前記支持パッドを固定する熱膨張収縮移動許容ジョイント、これは前記基
部の下面に平行な少なくとも一つの方向における前記基部と支持パッドの間の相対移動を
許容する。
【請求項９】
　　前記ＰＶモジュール配列は、第１、第２、第３および第４のＰＶモジュールを備え、
前記ＰＶモジュールはそれぞれ互いに隣接した第１、第２、第３および第４の角を持つ、
並びに
　　前記ＰＶモジュール支持アセンブリは、第１、第２、第３および第４のＰＶモジュー
ルの第１、第２、第３および第４の角それぞれに固定され、
　前記ＰＶモジュール支持アセンブリは、ＰＶモジュールの配列を支持面の形状に追従可
能にするために第１、第２、第３および第４のＰＶモジュールが互いに対し撓曲すること
を許容しながら、隣接した第１、第２、第３および第４の角の水平方向の分離を防止する
ように構成されている請求項１に記載のＰＶ設備。
【請求項１０】
　　前記ＰＶモジュール配列は、ＰＶモジュールの複数の行および複数の列からなり、互
いに隣接した第１、第２、第３および第４の前記ＰＶモジュールは、それぞれ、互いに隣
接した第１、第２、第３および第４の角を有する、
　　前記ＰＶモジュール支持アセンブリは、隣接したＰＶモジュールの第１、第２、第３
および第４の角に固定され、
　　行安定化部材は、前記複数の行のうち少なくとも第１および第２行に沿ってＰＶモジ
ュール支持アセンブリを互いに接続し、並びに
　　列安定化部材は、前記複数の列のうち少なくとも第１および第２列に沿ってＰＶモジ
ュール支持アセンブリを互いに接続する請求項１に記載のＰＶ設備。
【請求項１１】
　前記行安定化部材が剛性部材からなり、前記列安定化部材が引張り状態に設けたフレキ
シブル部材からなる請求項１０に記載のＰＶ設備。
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